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１ 団体紹介 

「行動を生み出す参加型の場づくり」をしたい「行動を生み出す参加型の場づくり」をしたい「行動を生み出す参加型の場づくり」をしたい「行動を生み出す参加型の場づくり」をしたい    
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2011 年度 

2011 年 4 月 チャリティ講座「会議を楽しくする方法！」（きたの

わ）開催 

2011 年 8 月 真剣しゃべり場「ファシリテーション講座」（NPO 法

人コンカリーニョ・すすきの盛り上げ隊）講師  

2011 年 9 月 「生命と私と経済と ～未来世代のグリーンエコノミ

ー提言を今～」（国際青年環境 NGO A SEED 

JAPAN）メインファシリテーター  

2011 年 10 月 「市民と行政でつくる協働のまちづくり研修」（石狩

市）10/３「協働のあり方と進め方を学ぶ市職員研

修」講師 10/22、22「厚田・浜益地域交流 ふるさと

自慢！まちづくりＷＳ」進行  

2011 年 10 月 「第 4 回車いすを知ろう講座」（認定 NPO 法人飛ん

でけ！車いすの会）進行  

2011 年 10 月 「ボランティア講座」（ビッグイシューさっぽろ）講師  

2011 年 11 月 平成 23 年度 環境カウンセラー研修 北海道地区 

ワークショップ（環境省環境カウンセラー協会北海

道支部）ワールドカフェ進行 

2011 年 11 月 とかち・市民「環境交流会」2011 ワールドカフェ（と

かち・市民「環境交流会」実行委員会）進行 

2011 年 11 月 「よい会議・わるい会議」講座（とかちワールドカフェ

の会）講師 

2011 年 11 月 新しい公共「ＮＰＯ等基盤強化業務」「ＮＰＯ中間支

援団体機能強化」ボランティアコーディネーター研

修講座 講師  

2011 年 11 月 北海道職員研修「協働の進め方」（北海道）講師  

2011 年 12 月 上士幌町教育委員会「生徒会サミット」 進行 

2012 年 2 月 酪農教育ファーム認証研修会（ファシリテーター候

補者向け）講師 

2012 年 2 月 中標津町行政研修（中標津町）講師  

 

2012 年度 

2012 年 4 月 
「ファシリテーション・グラフィック講座」（雨竜養護

高等学校）講師  

2012 年 5・6

月  

「会議が変われば世界が変わる 世界を変えるフ

ァシリテーション」（北海道大学 IFES-GCOE 環境

教育研究交流推進室）講師  

2012 年 8 月 
学習交流会「カラーユニバーサルデザインで観るフ

ァシリテーション・グラフィック」（きたのわ） 開催 

2012 年 9 月 
道東 4 地域キャラバン in 釧路「楽しい会議のつく

り方」講座と学習交流会（きたのわ） 開催 

2012 年 10 月 恵庭市職員研修講座（恵庭市）講師  

2012 年 10 月 
道東 4 地域キャラバン in 北見「楽しい会議のつく

り方」講座と学習交流会（きたのわ）開催  

2012 年 11 月 
「楽しい会議のつくり方講座」（NPO 法人ひとまちつ

なぎ石狩）講師  

2012 年 11 月 北海道職員研修「協働の進め方」（北海道）講師  

2012 年 11 月 
中間支援スタッフ研修「会議の進め方」（北海道立

市民活動促進センター）講師  

2012 年 11 月 
道東 4 地域キャラバン in 鶴居「楽しい会議のつく

り方」講座と学習交流会（きたのわ） 開催 

2012 年 12 月 
道東 4 地域キャラバン in 弟子屈「楽しい会議のつ

くり方」講座と学習交流会（きたのわ） 開催 

2012 年 12 月 
「ファシリテーター養成講座」（別海町ファシリテータ

ー養成講座実行委員会）講師  

2012 年 12 月 

「マーキー本・出版記念ファシリテーション講座 in 

札幌 ～みんなで会議上手になろう！～」（青木将

幸ファシリテーター事務所）開催協力  

 

大事にしていること大事にしていること大事にしていること大事にしていること 
当団体の会員は、ミッションを達成するための仲間です。北海道内各地で活動している会員がファシリテーションで地域の

課題を解決していくためには、知識や技術だけではなく実践現場における経験を積むことが大切だと考えます。きたのわで

は、研修や学習会の場において進行補助や運営補佐として関わることが出来る OJT 制度を設け、共に学びあえる実践的な
学習の機会をつくっています。※OJT とは：on the job training の略。実務経験を積むことにより、必要とされる技術や知識を
身につけるトレーニング方法のこと。 

きたのわの会員とは…きたのわの会員とは…きたのわの会員とは…きたのわの会員とは…    

地域や活動のなかで参加型の場づくりやファシリテーションを実践
している、もしくはこれから実践していきたい人（ファシリテーションに
関する知識や技術の取得、会員間の交流のみを目的とした入会はで

きません）。現在は、各地域で活動している NPO に関わる人がほとん
どです。会員が関わるまちづくりの取り組みやファシリテーションの現
場などについて、具体的な情報の共有と意見交換を行います。 

（年会費 5000 円） 

 

設立年月日設立年月日設立年月日設立年月日    ２０１０年４月２０１０年４月２０１０年４月２０１０年４月    

会員数会員数会員数会員数（2013年 2月時点）12121212 名名名名 

会員の主な活動地域は、 

札幌市、江別市、安平町、滝川市、釧路

市、北見市、弟子屈町、稚内市など 
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２ 事業概要 

2012（平成 24）年度 地域再生コミュニティ講座 

道東キャラバン「道東４地域におけるファシリテーション講座」 

 

この事業の目的この事業の目的この事業の目的この事業の目的    「参加型の場」の進行が「参加型の場」の進行が「参加型の場」の進行が「参加型の場」の進行ができる人材を育てるできる人材を育てるできる人材を育てるできる人材を育てる    

    

社会の現状社会の現状社会の現状社会の現状    

近年、地域の課題解決には、行政だけではなくNPOや地域住民など多様な主体が対等な立場

で参加し、対話を重ねながら協働で取り組んでいくプロセスが必要となってきている。そのため

には、多様な主体が集まる「参加型の場」を作り上げ、その場の進行ができる人材を育てる必

要がある。 

    

取り組み内容取り組み内容取り組み内容取り組み内容    

今回はこれまでの道東地域における活動実績を踏まえ、道東4地域にてまちづくりを主体と

したファシリテーションを学び体験する入門講座の開催と、すでに地域で実践している当団体

会員や地元NPOの実践者同士の学習交流会を開催する。入門講座と実践者の交流・研修を連

動して行うことで、各地域で、課題解決に有効な手法であるファシリテーションへの理解が深

まり、実践的なネットワークが機能することをねらう。 

    

開催スケジュール開催スケジュール開催スケジュール開催スケジュール    

開催時期・場所 実施内容 講師・補佐 

9 月 釧路市 ファシリテーション入門講座（釧路市周辺の市

民活動団体や地域住民を対象とした講座）  

ファシリテーション学習交流会（釧路市周辺の

会員、実践者を対象とした学習交流会） 

講師：宮本奏（NPO ファシリテー

ションきたのわ）、廣島悠作（NPO

法人 Bonos） 

補佐：杉本順子（NPO 法人 Bonos） 

10 月 北見市 ファシリテーション入門講座（北見市周辺の市

民活動団体や地域住民を対象とした講座 

ファシリテーション学習交流会（北見市周辺の

会員、実践者を対象とした学習交流会） 

講師：宮本奏（NPO ファシリテー

シ ョ ン き た の わ ）、 羽 根 石 晃 彦

（NPO 法人ところ川自然学校） 

11 月 鶴居村 ファシリテーション入門講座（鶴居村周辺の市

民活動団体や地域住民を対象とした講座） 

ファシリテーション学習交流会（鶴居村周辺の

会員、実践者を対象とした学習交流会） 

講師：宮本奏（NPO ファシリテー

ションきたのわ）、廣島悠作（NPO

法人 Bonos） 

補佐：杉本順子（NPO 法人 Bonos） 

12 月 弟子屈町 ファシリテーション入門講座（弟子屈町周辺の

市民活動団体や地域住民を対象とした講座） 

ファシリテーション学習交流会（弟子屈町周辺

の会員、実践者を対象とした学習交流会）  

講師：宮本奏（NPO ファシリテー

ションきたのわ）、東田秀美（NPO

法人旧小熊邸倶楽部） 

補佐：萩原寛暢（てしかがえこまち

推進協議会） 
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２－１ 報告１．釧路会場 

「ファシリテーション入門講座「ファシリテーション入門講座「ファシリテーション入門講座「ファシリテーション入門講座    参加型の会議をつくろう！」参加型の会議をつくろう！」参加型の会議をつくろう！」参加型の会議をつくろう！」    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日時】2012 年 9 月 30 日（日）9:30～15:30 

【会場】釧路まちなかコンシェルジュくるる 

（釧路市北大通 9 丁目 1） 

【講師】 宮本奏（NPO ファシリテーションきたのわ）、

廣島悠作（NPO 法人 Bonos） 

【参加人数】12 名 

【主催】NPO ファシリテーションきたのわ 

【共催】（公財）北海道地域活動振興協会、てしかが

えこまち推進協議会、鶴居村観光協会 

【協力】NPO法人Bonos、釧路まちなかコンシェルジュ

くるる、NPO 法人ところ川自然学校 

 

概要 

広報手段 

釧路まちなかコンシェルジュくるる、釧路市民活動センターわっとなど釧路市内・近郊の公共施設・ＮＰ

Ｏ団体などにチラシ配布、ＮＰＯメーリングリスト、facebook に投稿など 

 

  

9:30～10:30（60 分） 1 オリエンテーション 

10:30～11:00（30 分） ２ 会議ってなんだろう？ 

11:00～11:10（10 分） 休 憩 

11:10～12:20（70 分） ３ 会議を観察しよう！ 

12:20～13:20（60 分） 休 憩 

13:20～13:30（10 分） ４ アイスブレイク 

13:30～15:20（110 分） ５ 会議の進行にチャレンジ！ 

15:20～15:30（10 分） ６ 全体振り返り「現場に向けて」 

（計 5 時間） 

プログラム 
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前日に会員同士の学習交流会のなか

で講座の打ち合わせを行い、今回は

会議や話し合いの場で必要な３つの

役割を学び、知識だけではなく実践を

通して参加者ひとり一人の参加を促す

会議のカタチを体験してもらうというね

らいを講師と補佐で互いに共有した。 

最初のオリエンテーションの自己紹介の手法で普段

の講座で実施する自己紹介に加えて「語る姿勢」と

「聴く姿勢」のポイントをあらかじめ伝え、2 つの姿勢を

意識した自己紹介をしていただき、最後に相手に対

して感じたことや気づいたことをフィードバックするとい

う内容で実施した。 

普段より時間をかけて、お互いを知り合えるようにした

ことがそのあとのプログラムにもよい影響となった。 

 

「会議」という言葉のイメージが参加者同士で

違ったため、最初に「参加型会議」と「普段の

会議」の違いが参加者同士で共有できる時

間があるといいという反省があった。 

「参加型会議」のイメージが参加者同士で共

有できることで今回の講座で目指す「会議」

の姿が明らかとなり、参加者ひとり一人がより

主体的に講座に参加できたのではないかと

いう意見があった。 

 

今回の釧路講座に集まった参加者は、「ファシ

リテーション」という言葉を聞いたことがある方が

ほとんどであり、次回へ中級・上級編が期待さ

れていることがわかった。 

今回の参加者を対象とした続編としての中級・

上級編のプログラムを考える必要があるというこ

とと、広報などの工夫をすることで学生など若

い世代へファシリテーションを広めることが次回

への課題となった。 

 

取組み 

課題 
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２－２ 報告２．北見会場 

「ファシリテーション入門講座「ファシリテーション入門講座「ファシリテーション入門講座「ファシリテーション入門講座 inininin 北見北見北見北見    会議を〝楽しく″する方法！会議を〝楽しく″する方法！会議を〝楽しく″する方法！会議を〝楽しく″する方法！」」」」    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日時】2012 年 10 月 28 日（日）10:00～16:00 

【会場】cafe 遊木民族 

（北見市花月町 6 丁目 3 河西ぼたん園） 

【講師】宮本奏（NPO ファシリテーションきたの

わ）、羽根石晃彦（NPO 法人ところ川自

然学校） 

【参加人数】5 名 

【主催】NPO ファシリテーションきたのわ 

【共催】（公財）北海道地域活動振興協会、てし

かがえこまち推進協議会、NPO 法人とこ

ろ川自然学校、鶴居村観光協会 

【協力】NPO 法人 Bonos、釧路まちなかコンシェ

ルジュくるる 

広報手段 

北見ＮＰＯサポートセンターや網走市市民活動センターなど北見市内・近郊の公共施設・ＮＰＯ団体にチ

ラシ配布、日刊フリーペーパー「経済の伝書鳩」に広告、プレスリリース、ＮＰＯメーリングリスト、

facebook に投稿など 

  

 

10:00～10:30（30 分） 1 オリエンテーション 

10:30～11:20（５0 分） ２ 「楽しい会議」とは？ 

11:20～11:30（10 分） 休 憩 

11:30～12:00（30 分） ３ 問いを考えるアイスブレイク 

12:00～13:00（60 分） 休 憩 

13:00～13:４0（40 分） ４ 会議を観察しよう！ 

13:４0～15:45（125 分） ５ 会議の進行にチャレンジ！ 

15:45～16:00（15 分） ６ 全体振り返り「現場に向けて」 

（計 5 時間） 

概要 

プログラム 
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「プログラム４会議を観察しよう！」では、模擬会議
で講師がファシリテーターとグラフィッカーとして実
践し、参加者には話し合いに参加する役と会議を
観察する役にわかれて会議の観察を行った。 
それぞれ、話し合いでどのような展開が起きていた
かを共有することで会議の 4 段階を実感できた。 

「プログラム２『楽しい会議』と
は？」で会議に必要な 3 つの役
割と会議の 4 つの段階を説明
する基礎講座を行ったが、「楽
しい会議」のイメージが共有で
きていないため伝わりにくさを
感じた。 
 
次回 ha 
、参加者それぞれの会議や話
し合いでのイメージなどから「楽
しい会議」にするためにはどう
すればよいかを話し合う場をつ
くりたい。 
 

北見講座の一番の課題としては、参加者集めに苦戦したこ
とだった。地域の情報誌に有料で募集記事を載せたり、地
域の NPO 関係団体にも直接電話をしたりなどオホーツク圏
でできる広報に手を尽くしたが、結果としては 5 名だった。 
 
今回の参加者に一番のターゲットであるＮＰＯや地域活動
団体からの参加がなかった理由として、自治体等主催のイ
ベントが重なっていたなど時期的な理由もあるが、「講座に
参加してもらう」という私達側が受け身の形では届けたい人
に届かないということを改めて実感した。 
 
今後はＮＰＯや地域活動団体がいる場所にこちらから出向
いていくようなかたちで知ってもらう必要がある。また会議の
進め方を学ぶ以前に興味を掘り起こす必要がある。 
 

「プログラム５会議の進行にチャレン
ジ！」では、2 つのチームに分かれて話
し合いのテーマを決めて、会議の実践を
した。会議での目的や目標（ゴール）設
定の重要性を学ぶことができた。 
 

取組み 

課題 
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２－３ 報告３．鶴居会場 

「ファシリテーション入門講座「ファシリテーション入門講座「ファシリテーション入門講座「ファシリテーション入門講座 inininin 鶴居村鶴居村鶴居村鶴居村    会議を〝楽しく″する方法！」会議を〝楽しく″する方法！」会議を〝楽しく″する方法！」会議を〝楽しく″する方法！」    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

             

13:00～13:30（30 分） 
第 1 部  

１ オリエンテーション 

13:30～14:10（４0 分） ２ 「楽しい会議」と「困った会議」とは？ 

14:10～14:20（10 分） 休 憩 

14:20～15:00（40 分） 
３ 実際の会議で 3 役を実践するにはどう

したらいいか？ 

15:00～15:30（30 分） 休 憩 

15:30～16:20（50 分） 
第 2 部  

４ 会議を観察しよう！ 

16:20～17:55（95 分） ５ 会議の進行にチャレンジ！ 

17:55～18:00（5 分） ６ 全体振り返り「現場に向けて」 

（第 1 部 計 2 時間 第 2 部 計 2.5 時間）     

 

 

 

 

【日時】2012 年 11 月 22 日（木） 

第 1 部 13:00～15:00 第 2 部 15:30～18:00 

【会場】ファームレストランハートンツリー 

（阿寒郡鶴居村雪裸 496－4） 

【講師】宮本奏（NPO ファシリテーションきた

のわ）、廣島悠作（NPO 法人 Bonos） 

【参加人数】第 1 部 11 名 第 2 部 6 名 

【主催】NPO ファシリテーションきたのわ 

【共催】（公財）北海道地域活動振興協会、て

しかがえこまち推進協議会、NPO 法

人ところ川自然学校、NPO 法人美し

い村・鶴居村観光協会 

【協力】NPO 法人 Bonos 

 

広報手段 

WEB を使った広報（facebook・ブログ・知人にメール）、鶴居村役場、鶴居村観光協会に協力要請

など 

概要 

プログラム 
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NPO 法人美しい村・鶴居村観光協会の広報
協力のおかげで開催することができた。新し
い土地で講座を開催する場合は、開催地で
の共催団体の協力が不可欠であるということ
を実感した開催だった。 
 
また現地の共催団体の意向により、初めて第
1 部（2 時間）と第 2 部（2.5 時間）にわけて開
催した。 
 

「プログラム２『楽しい会議』と『困った会議』と
は？」で、ペアトークという手法を取り入れる
ことで、話をしたことがない人同士で安心して
話せる場づくりができスタートが切ることがで
きた。 
 
また途中参加者の質問とニーズに応じて、参
加者に相談をしたうえでプログラムを変更し、
柔軟に対応することができた。 

参加者側としては気軽に参加し
やすい時間設定ではあったが、
内容としてはやはり第 1 部のみ
の参加者は基礎講座までで終
了したため、これまでの講座と
比べると物足りなさを感じた。 
 
2 時間でもある程度満足感の得
られるプログラムの再考が必要
である。 
 

「プログラム２『楽しい会議』と『困った会議』とは？」で会議に
必要な３つの役割を説明した後、「どうやって普段の会議で
3 つの役割を取り入れることができるのか？」と参加者から質
問があり、そのテーマで意見だしを行うプログラムに変更し
た。 
 
意見だしをしている中で普段の会議は報告や説明のみで終
わるものが多くそのような形式的な会議を想定したうえでの
疑問だということがわかり、これは今回の講座で扱う「会議」
の定義を最初に説明しなかったためにでてきた質問だった
ので、次回からは最初に説明をすることが課題となった。 

取組み 

課題 
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２－４ 報告４．弟子屈会場 

「ファシリテーション入門講座「ファシリテーション入門講座「ファシリテーション入門講座「ファシリテーション入門講座 inininin 弟子屈弟子屈弟子屈弟子屈    会議を〝楽しく″する方法！」会議を〝楽しく″する方法！」会議を〝楽しく″する方法！」会議を〝楽しく″する方法！」    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日時】2012 年 12 月 2 日（日） 10:00～16:00 

【会場】川湯ふるさと館  

（弟子屈町川湯温泉２丁目３番４０） 

【講師】宮本奏 （NPO ファシリテーションきた

のわ）、東田秀美（NPO 法人旧小熊

邸倶楽部） 

【参加人数】7 名 

【主催】NPO ファシリテーションきたのわ 

【共催】（公財）北海道地域活動振興協会、て

しかがえこまち推進協議会、NPO 法

人ところ川自然学校、NPO 法人美し

い村・鶴居村観光協会 

【協力】NPO 法人 Bonos 

 

広報手段 

弟子屈町内・近郊の公共施設などチラシ配布、新聞折り込み、ＮＰＯメーリングリスト、facebook に投稿

など 

 

  

10:00～10:15（15 分） 1 オリエンテーション 

10:15～10:45（30 分） ２ 「困った会議」と「楽しい会議」とは？ 

10:45～10:55（10 分） 休 憩 

10:55～12:00（65 分） ３ 会議を観察しよう 

12:00～13:00（60 分） 休 憩 

13:00～13:30（30 分） ４ 会議の基礎知識 

13:30～15:45（1３5 分） ５ 会議の進行にチャレンジ！ 

15:45～16:00（15 分） ６ 全体振り返り「現場に向けて」 

（計 5 時間） 

概要 

プログラム 
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今回のプログラムは、これまでの講座
の振り返りを活かし、「プログラム３ 会
議を観察しよう」を「プログラム４ 会議
の基礎知識」の先に実施した。 
 
最初に会議を観察したことにより、参
加者同士で会議イメージが共有でき
た。また今回の講座で初めて時間に
余裕をもって終了することができた理
由として、「会議の観察」の後に「会議
の基礎知識」の説明を行うことで説明
が短くても参加者は理解できたことが
わかった。今後もこのプログラムの順
番で実施したい。 
 

「プログラム５会議の進行にチャレンジ！」での会議で
扱うテーマは、参加者が話したいテーマがあればそ
の場で他の参加者に相談して決めることとし、なにも
なければこちらから設定するという方法を提案した。 
 
今回の場合はこれが最適だったが、参加者の状況に
応じてこちらから設定したほうがいい場合もあるので、
その都度判断をする必要があるということがわかった。 

「プログラム５ 会議の進行にチャレンジ！」では多く
の参加者に会議に必要な3 つの役割を体験してもらう
ことを最優先に考え、少人数にはなるがグループ数を
増やすことで 3 つの役割を体験する機会を多くするよ
うに今後も実施していきたい。 

今後の課題としては、参加者によって思い描いている会議の現場は違うので「タイプ別会議の攻
略法」のように、会議にもいろいろあるという共通認識が持てるための資料やプログラムがあるとよ
いという振り返りとなった。 
 

取組み 

課題 
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３ Ｑ＆Ａ集 

講座で頂いた講座で頂いた講座で頂いた講座で頂いた質問と質問と質問と質問ときたのわからのきたのわからのきたのわからのきたのわからの回答例回答例回答例回答例をご紹介します。をご紹介します。をご紹介します。をご紹介します。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１．理想の話し合いの場とは、進行役と参加Ｑ１．理想の話し合いの場とは、進行役と参加Ｑ１．理想の話し合いの場とは、進行役と参加Ｑ１．理想の話し合いの場とは、進行役と参加

者のやり取りが多い方がよいのでしょうか、そ者のやり取りが多い方がよいのでしょうか、そ者のやり取りが多い方がよいのでしょうか、そ者のやり取りが多い方がよいのでしょうか、そ

れとも参加者同士のやり取りが多い方がよいれとも参加者同士のやり取りが多い方がよいれとも参加者同士のやり取りが多い方がよいれとも参加者同士のやり取りが多い方がよい

のでしょうか？のでしょうか？のでしょうか？のでしょうか？    

    

Ａ１．最初は、進行役が参加者に問いを投げかける

ところから始まることが多いですが、最終的には進行

役が入らなくても参加者同士で話し合いが進んでい

く場が理想的だなと思いながら進行をしています。 

 

Ｑ２．仮の会議テーマとして「料理教室Ｑ２．仮の会議テーマとして「料理教室Ｑ２．仮の会議テーマとして「料理教室Ｑ２．仮の会議テーマとして「料理教室でつくるでつくるでつくるでつくる

料理を決める」という話し合いの中で、「Ａ案そ料理を決める」という話し合いの中で、「Ａ案そ料理を決める」という話し合いの中で、「Ａ案そ料理を決める」という話し合いの中で、「Ａ案そ

ば」と「Ｂ案うどん」で意見が割れて対立ば」と「Ｂ案うどん」で意見が割れて対立ば」と「Ｂ案うどん」で意見が割れて対立ば」と「Ｂ案うどん」で意見が割れて対立したとしたとしたとしたと

き、どのように対処したらよいでしょうか？き、どのように対処したらよいでしょうか？き、どのように対処したらよいでしょうか？き、どのように対処したらよいでしょうか？    

    

Ａ２．考えられる対処方法はいくつかあります。きた

のわでは（１）～（３）だと思っていますが、他にもある

かもしれません。 

 

（１）「料理講座」の目的に照らし合わせる 

 

仮に今回の料理教室の目的が「地域住民の交流の

場」だとします。では、「Ａ案そば」と「Ｂ案うどん」のど

ちらが目的達成に近いのかという軸で考えることがで

きます。目的に合致している案として、別のＣ案がで

てくることもあります。 

（２）理由や想いを聞いてみる 

 

「Ｂ案うどん」がいいという方の理由として、参加

者の中にはそばアレルギーの方がいる可能性

があるという懸念要素があれば、その方は排除

された講座になってしまうので、それは考慮する

必要が出てきます。 

 

また「Ａ案そば」がいいという理由として、そば打

ちを体験してみたいという意見がアンケートで多

かった、というような状況であれば参加者の意

向を考慮する必要があるかもしれません。多数

決のような方法で決めてしまうと、少数の意見が

排除されてしまうので、それぞれの理由や想い

を共有できる時間が最初にあるとよいと思いま

す。 

 

（３）どちらか 1 つの案に決めなくてはならないのかを

問いかける 

 

今回は「Ａ案そば」を作り、次回に「Ｂ案うどん」を作っ

てみるという、どちらも作るが順番を決めるという方法

もあります。 

もしくは、本番前に「Ａ案そば」と「Ｂ案うどん」を試し

に作ってみて、よかった方で決めることもできるかもし

れません。どちらか 1 つに決めなくてはならないの

か？という問いを投げかけることもあります。 

 

Ｑ３．「４つの段階がある会議」は、普段の町内Ｑ３．「４つの段階がある会議」は、普段の町内Ｑ３．「４つの段階がある会議」は、普段の町内Ｑ３．「４つの段階がある会議」は、普段の町内

会の会議などで実際にできるでしょうか？会の会議などで実際にできるでしょうか？会の会議などで実際にできるでしょうか？会の会議などで実際にできるでしょうか？    

 

Ａ３．普段の町内会などで行われる会議というのは、

例えば報告や説明だけで終わる「儀式的な会議」が

多いかもしれません。 

 

それは 4 つの段階の最初の「共有」の段階までの会

議です。この類の会議が必要な場合もありますが、し

かし、この講座で前提としている会議というのは、参

加者が意見をだし最後に何かしらの結論を出して終

わるという「決める会議」のことです。 

「決める会議」には 4 つの段階があります。 

Ｑ４．決定の方法として「多数決」で決めるといＱ４．決定の方法として「多数決」で決めるといＱ４．決定の方法として「多数決」で決めるといＱ４．決定の方法として「多数決」で決めるとい

う方法をしてもよいのでしょうか？う方法をしてもよいのでしょうか？う方法をしてもよいのでしょうか？う方法をしてもよいのでしょうか？    

 

Ａ４．そもそも決定の方法として一番大事にすべきこ

とは、決定の方法に参加者の合意を得られているか

どうかです。 

「多数決」のデメリットは、少数派の意見が排除され

てしまう可能性があること。それを参加者に確認する

必要があります。決定の方法で困ったときは、「どの

ように決めるかを悩んでいます」と参加者に相談をし

たりします。最終的に「多数決」という方法でいいとい

う合意が取れれば「多数決」でもよいと思います。 

共有 

拡散 

収束 

決定 
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2222．点数をさらに高めるには、どの部分をどのよう．点数をさらに高めるには、どの部分をどのよう．点数をさらに高めるには、どの部分をどのよう．点数をさらに高めるには、どの部分をどのよう

に改善すればよいか、ご助言をお願いします。に改善すればよいか、ご助言をお願いします。に改善すればよいか、ご助言をお願いします。に改善すればよいか、ご助言をお願いします。    

 

「時間が短い」「時間が短い」「時間が短い」「時間が短い」    

・もっと時間を長くした方が良いと思います。 

・1回の講座では内容が濃い。2～3回に分けてもよ

いのでは・・・ 

・時間の関係もあるけどもうすこしじっくりと話を

聞きたかった。（時間足りないかも） 

・自由な質疑応答の時間、共有できる時間がほし

い。 

「「「「会場の雰囲気会場の雰囲気会場の雰囲気会場の雰囲気」」」」    

・会場が少し暗く感じました。 

・場の雰囲気が良く楽しく、積極的に参加できま

した。ありがとうございます。 

「期待以上、収穫有り」「期待以上、収穫有り」「期待以上、収穫有り」「期待以上、収穫有り」    

・頭の中でわかったつもりでも、実際にやってみ

ることで自身の悪い癖が再認識できた。これから

の活動（会議に関わらず）に大切なことを学べま

した。（期待以上です） 

・正直、参加しても自分が何か気づかなければ意

味ないなと思っていたのですが、明日から実践で

きること、意識することも見つかって期待以上で

した。 

・期待が正直低かったせいか、とても収穫の多い

経験になりました。参加者の多様な視点・意見が

刺激や参考、気づきになり、楽しい時間になって

とてもよかったです。 

・今回は知らない事を知れて大変有意義でした。

もし次に参加するときは実践をもっとやってみ

たいです。 

・Mr,ししゃもの PR 方法（模擬会議のテーマ）で

納得のいくところまでいけたら 100 点だった！ 

・大変わかりやすかった。ファシリテーションに

も色々な手法があるのだということが分かった。 

「いまいち」「いまいち」「いまいち」「いまいち」    

・予想の範囲内のものでした。いい意味で予想を

超えるものであって欲しいとも思っていました。 

「「「「参加者を増やして！参加者を増やして！参加者を増やして！参加者を増やして！」」」」    

・ファシリテーション開催告知をもっと広げて、

参加人数が大勢いればもっといろいろな意見が

聞けるのかなと。人数の増加です。 

・ファシリテーションの練習をするときに、もっ

と人数がいれば理想的でした。 

「「「「もっと知りたいもっと知りたいもっと知りたいもっと知りたい」」」」    

・入門講座とあったが上級講座とはどんなものか

知りたくなった。 

 

1．今回の講座内容はあなたの期待を100点とした場合、

何点でしたか？

63%11%

22%

4%

100点以上

90～99点

80～89点

70点～79点

3-1．ご本業は何ですか？

25%

21%

21%

33%
NPO職員（法人格
は問いません）

行政職員

民間企業に勤めて
いる

その他

3-2．ご本業でなくとも、NPOやボランティア団体
の運営に関わっている方は、団体の活動分野と

あなたの役職を教えてください。

47%

13%

10%

3%

27%
まちづくり

環境

福祉

子ども

その他

４ 参加者アンケート結果 

今回、道東 4 地域の講座に参加した参加者 35 名に事後アンケートを実施した。そのうち、

回答数は 29 名であった（アンケート回収率 82.8％）。 
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3-2．ご本業でなくとも、NPOやボランティア団体の

運営に関わっている方は、あなたの役職を教えてく

ださい。

31%

26%
9%

4%

17%

13%

有給スタッフ（常
勤）

代表者

理事（常勤）

事務局長

ボランティア

その他

4．あなたがファシリテーションを必要としている場、実

践している場はどんな場ですか？

76%

8%

8%
4% 4%

自分が所属している団体

や職場での会議（定例

会、研修会）

他団体との会議（実行委

員会や協議会など）

仕事の場

講座などの講師の場

地域における話し合いの

場

５．今後「講座で学びたいテーマ」はなんですか？（個人編）
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５．今後「講座で学びたいテーマ」はなんですか？（組織編）
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６．あなたと同じ団体の方に「講座で学んでほ

しいテーマ」はなんですか？ 

 

誰に 何を 人数 

ファシリテーション 

（会議の進め方） 
9 

コミュニケーション 1 

リーダーシップ 1 

会議に参加するす

べての人 

パートナーシップ 1 

ファシリテーション 

（会議の進め方） 
3 

グループワークの進

め方 
1 

ネットリテラシー 1 

スタッフ 

社会マナー 

（気遣いの仕方） 
1 

職員 
ファシリテーション（会

議の進め方） 
1 

役員 
ファシリテーション 

（会議の進め方） 
3 

管理職 
ファシリテーション 

（会議の進め方） 
2 

プラス思考 1 

上司 ファシリテーション 

（会議の進め方） 
1 

実行委員 
ファシリテーション 

（会議の進め方） 
1 
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５ 事業総括 

 

団体を設立して 3 年目となる年に、道東 4 地域で講座をする機会を得ることができました。北海道
内のファシリテーション事情を知るために自分たちの足で歩いて、地域で活動している方に直接お会
いするという貴重な機会を得ることができ、これからの活動を大きく支えてくれる基となります。 

 

 

 

「開催地での協力団体は不可欠」「開催地での協力団体は不可欠」「開催地での協力団体は不可欠」「開催地での協力団体は不可欠」    
全 4 回の講座を企画・開催するにあたり、その地域で活動する当団体会員とともに話し

合いをしながら進めていきました。「地元のことは地元の人が一番良く知っている」という

言葉の通り、どこに声かけをすれば興味のある人が集まるか、どのような広報媒体に掲載

すれば対象とする人が見てくれるかなど、地元に関する情報は全て当団体会員（以下、メ

ンバー）に相談をして行いました。 

特に鶴居村での開催は、鶴居村にはメンバーはいなかったのですが、釧路市で活動して

いるメンバーから紹介してもらった鶴居村観光協会の方々から場所の提供、参加者の集約

などの協力があり、新しい土地で開催することができました。以上のことから、北海道内

で講座を開催するに当たって、開催地でのメンバーや協力団体は不可欠であることを実感

しました。 

    

    

「届けたい人に届けるためには、「届けたい人に届けるためには、「届けたい人に届けるためには、「届けたい人に届けるためには、    
地域性地域性地域性地域性に応じてやり方を変える」に応じてやり方を変える」に応じてやり方を変える」に応じてやり方を変える」    

きたのわが一番「届けたい人」とは、「道内で活動している市民活動団体や地域活動団体

の人々」です。例えば釧路市の広報の仕方と北見市の広報の仕方が同じでは、参加人数は

もちろんのこと参加者の所属や分野が異なったことから、道東という同じエリア内でも、

そのまちの地域性に応じて届けたい人に届ける方法を変える必要があることを実感しまし

た。今回は地域の情報を把握しているメンバーの意見を参考に、「チラシのタイトル名」、「講

座の時間帯」、「講座の内容」、「広報の手段」などを検討し、その地域性に応じて柔軟に変

更をしました。今後は、このような地域性も踏まえて、参加を受け身で待つ講座というス

タイルだけではなく、「届けたい人」がいる場所にこちらから出向いていけるような仕組み

をつくりたいと思います。 

 

 

「その後のフォローが必要」「その後のフォローが必要」「その後のフォローが必要」「その後のフォローが必要」    
今回初めて道東 4 地域で講座を開催し、そこに参加して下さった方々がこれからファシ

リテーションを実践していく現場を応援するためにも、事後のフォローが必要だと感じま

した。各地域のメンバーとともに、参加者を継続的にフォローしていける仕組みを考える

必要がある。それと同じく今後も道内各地で講座や活動を展開していくにあたり、その地

域で活動するメンバーを継続的に育成していく必要があります。そのための仕組みづくり

に、次年度から取り組んでいきたいと思います。 
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ＮＰＯファシリテーションきたのわ 

2012（平成 24）年度コミュニティ再生講座 報告書 

http://www.facebook.com/kitanowa 

http://kitanowa.jimdo.com/ 

この講座は公益財団法人北海道地域活動振興協会が行う「コミ
ュニティ再生講座」として採択を受け実施しました。 

 

ミッションミッションミッションミッション（使命）（使命）（使命）（使命）    
    

    
住民が対話を通じて 

 

 

地域やコミュニティの課題を解決していく 
 

 

社会の実現を目指します。 
 

 

 

そのために私たちは、 
 

 

北海道の NPOが行動を生み出す参加型の場づくり 
 

 

について学び、実践することを支援します。 
 


